
学業や課外活動のほか、さまざまなシーンで
自身の可能性を切り拓く学生の声をお届けします。

Challengers

My challenge

教員免許と学生委員会

美術教師をめざす一方で委員会運営も

教育学部
福田 渓華　栗東高校（滋賀県）

My challenge

大学院進学

大学に入学後、慣れない環境と授
業の難しさから気がつけば留年が
決まっていました。もう大学を辞め
ようかとも悩んでいた時に、現在
参加しているゼミの教授から声を
かけていただき、心機一転。ゼミで
発表される先輩たちの研究の数々
に「自分も同じ世界に立ちたい」と
強く感じ、大学院の進学を決心しま
した。大学院の試験には、TOEIC
の得点と、2つの資格に合格する
必要がありました。当時、自分は
そんな資格を持ち合わせておらず、
進学を決心してから半年間、ひた
すら勉強に励みました。その結果、
大学院には成績優秀者として奨学
金をもらえるほどの好成績で合格
できました。

自分がこれだけの勉強ができたの
は、教授やゼミの仲間が勉強、研究
の楽しさ、大切さを教えてくれた
からだと思っています。私は現在、
大学に設置してあるPepperが人
とより便利に会話できるための研
究開発を行っています。彼がどの
ような質問を受けても答えられる
よう、会話に必要な対話構造を開
発することが目標です。この研究を
通して成果を得ることはもちろん、
研究の楽しさを後輩に伝えられる
ように尽力していきたいと思います。

退学を考えた時期を経て
学びの意欲を取り戻す

研究開発を進めて
ロボットと自然な会話を

中学生でデッサンの楽しさに気づ
き、自分でも美術作品の制作に挑
戦したいと、高校生活を通して美
術について真剣に学んできました。
その中で、美術と教育の関係につ
いて興味を持ち、今は中学校美術
科の免許状取得をめざして学んで
います。豊かな発想や学習の支援
に必要な技術を身につけるため、
課題制作に授業時間外でも取り
組み、自主的な制作に力を入れる

など、今の自分に必要な力を意識
して培うようにしています。高校時
代とは学ぶ環境が異なり、その差
に悩むことがありますが、試行錯誤
を重ね、理想とする教師像に近づ
けるよう努力をしています。

学生委員会の委員長としても活動
し、さまざまな企画の立案や実行
に携わっています。団体の運営の
難しさや、計画を実行する大変さ
など壁にぶつかることはあります
が、沢山の方からの助言や、どん
なことでもあきらめず取り組んだ
経験を活かし、仲間とともにその
壁を乗り越えたことが今の自分の
糧になっています。何かに挑戦す
ることは自分の弱さに直面するこ
とでもありますが、これからも力を
尽くして取り組んでいきたいです。

美術の課題作品に
授業時間以外も没頭中

困難にもあきらめず
これからも取り組みたい

成果を出し、
追求する楽しさを伝えたい

データサイエンス学部
間宮 壮太　関高校（岐阜県）

ボート競技

練習を重ねて48年ぶりにメダル獲得

経済学部
近藤 優太郎　加古川東高校（兵庫県）

漕艇部の主将として、部の最終目
標である日本一をめざして日々練
習に取り組んでいます。僕自身は
中高と吹奏楽部に所属し、ボート
競技は初心者からの挑戦。高校時
代も関西大会初出場を果たすなど
全力で取り組んできました。新しい
ことへ挑戦し、これまでのように
全力で競技に打ち込みたいと思い
入部を決めました。  

3年間は上級生を追い越す気持ち
で必死についていき、試合にも多
く出させていただきましたが、思う
ような結果が残せませんでした。
そのため、練習はつらいこともあり
ましたが、今年こそは結果を残すと

いう気持ちで、全力で練習に取り
組んできました。また昨年10月か
ら主将を務め、部としても勝てる
チーム、強い滋賀大をめざしてき
ました。今年、男子舵手付きフォア
で出場し、朝日レガッタで3位入賞、
48年ぶりにメダル獲得。関西選手
権では優勝。同大会においての優
勝も30年近くありませんでした。
同じ艇の5名をまとめ、勝利への
課題を考えて練習に取り組んだ結
果、1位でゴールするのは気持ちが
良いものでした。今後もボートで
の経験を活かし、何事にも全力で
挑戦していきたいです。

吹奏楽からボートへ
新しいことへの挑戦

主将として課題を考え
勝てるチームづくりを

My challenge
しがだい
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